




















1.昼夜をとわず

科学衛星「ひのとり」は無事軌道にのった。よ

かったよかった， といつことでシャンシャンと手

じめ，挨拶，記者会見。夜には祝盃，焼酎の雨が

降る。しかし，本当の仕事はこれから始まる。「ひ

のとり」は 1 日に 15回， ±也王*を回り，そのうち 5

回だけ内之浦上空を通過する。 1 回の通過時間は

わずかに 10分間。この短い問に，衛星からのデー

タを受信するとともに，衛星の健康状態に細かく

気を配り，おもりをしてやらねばならない。この

作業は“トラッキング"と呼は、れる。

「ひのとり」がとらえた太陽の姿は，まず衛星

のテープレコーダに記録きれる。 rひのとり」が

貴重なデータをかかえて内之浦上空に戻って来る

と，地上からのコマンドでテープレコーダは高速

再生きれ，今まで蓄えられていたデータをいっき

に地上へ送信する。この信号は 10m および'18m パ

ラボラ・アンテナで受信きれ，一連の信号処理の

のち計算機の磁気テープに収められる。また一方

では，クイックルック装置によって，頭上を通過

中の衛星の健康状態がその場で診断され，またキ

ャッチされた太陽フレアの概略の様子が知られる。

トラッキング風景

トラッキングは，取りたてホカホカの生データ

をその場で待ち受けるといっ喜びと興奮もあるが，

それなりに苦労も多い。まず，衛星が内之浦にや

って来るのは昼間とは限らず，深夜，明け方と時

刻を選ばない。また衛星がつねに健康とは限らず，

病気がちの場合は短時間に判断して必要なコマン

ドを送り，手当てをしてやらねばならない。まる

で世話のやける赤ん坊のょっなものである。こつ

した地味な作業がくる日もくる日も続いて，初め

て「ひのとり」の使命が達成できるのである。

2.信号を翻訳する

磁気テーフ。に入ったデータは空路で東京に運ば

れ，宇宙研の大型コンビュータに格納きれる。ま

た姿勢・温度データのように緊急性の強いデータ

は，電話回線で即日伝送することもできる。宇宙

研では科学衛星用データベース“シリウス"が完

備しており，誰でも簡単に必要なデータを取り出

し，解析できる。内之浦ではデータの概略を眺め

るにすぎなかったが，ここで初めて本格的な詳し

いデータ解析が始まるのである。

「ひのとり」は次から次へとデータを送ってく

る。その膨大な情報を整理し，そこから太陽の活

動のありきまを描き出し，さらにこれまで未知だ

った事実を発見する。そのためには，メーカーや

研究者の作ったソフトウェアを駆使し，大型コン

ビュータをフル回転させねばならない。かくてコ

ンビュータは苛酷な労働を強いられるが，それに

つき合う研究者も楽ではない。早朝から深夜まで，

そして時には週末も返上で働くことになる。しか

し，夜更けにコーヒーをすすりながら計算機ディ

スプレイに描き出される太陽の姿を眺め，宇宙に

ついて語りあうのもまた楽しいものである。

3. rひのとり」は語る

「ひのとり」の観測の主要テーマは，フレアと

呼ばれる太陽面での爆発現象である。フレアが発

生すると，高エネルギーのプラズマの雲が放出き

れ，強い太陽電波，紫外線， X線，カホンマ線など

が放出きれる。「ひのとり」の使命は， X線からヵー

ンマ線に至る波長域でフレアの物理を調べること

で，いわばフレア現象の核心部をさぐることになる。

打ち上げ以来，太陽の活動は予想以上の活発き

を呈し， 「ひのとり」は数多くの大きなフレアに

恵まれてきた。 rひのとり」の観測装置は，フレ



アに伴って生ずる温度数千万度の熱いプラズマの

雲をとらえ，その軟X線スペクトルを詳しく調べ

ている。そのスペクトル(左下図)には，高度に電

離した鉄，チタン，イオウなどの輝線が見え隠れ

して，プラスーマの物理的状態について重要な手が

かりを与えてくれる。またフレアがまるで巨大な

加速器のように働き，粒子を加速している様子も

とらえられている。さらに「ひのとり」は多くの

フレアについて，そのX線の形状を，太陽直径の

400分の l という驚くべき精度で描くことに成功し

た。 X線で見たフレアの姿は極めて多様だが，中

にはみごとなループ状のものがあり，また右下図

のように太陽表面から 1 万凶も上空のコロナの中

に浮んだフレアも発見きれている。この美しい成

果を記念すべく，前ページ見出し写真のようなネ

クタイピンとペンダントも作られ，みなさんに喜

ばれている。

「ひのとり」はまた国内・国外の光や電波の望

遠鏡と協力し，極大期の太陽の激しい活動を総合

的に浮きぼりにしつつある。フレアがなぜ，どの

ように生じるのか，それが太陽や地球にとってど

んな意味をもつのか， といった太陽の謎が，一段

と明らかになる日も遠くないだろう。

4.今日も空の上で

「ひのとり」の活躍は，太陽の研究に新しいペ

「ひのとり」によってえられ

たフレア X 線のスペクトル

/潟丈\ 新春特集号お気に召して頂けました

レ乙矢土'1)か?編集委員一同，ニュースの一層の
U 後記 v
てケープ向上のため今年もがんばります。なお

大型計算機によるデータ処理(駒場)

ージを聞いた。折しも昨年 9 月に東京で聞かれた

太陽フレアについての国際シンポジウムには，圏

内・国外の多数の研究者たちが参加した。その席

上， 「ひのとり」の発見した数々の新事実に，海

外からの参加者たちは大きな衝撃を受けたという。

わずか200kgたらずの小型衛星でよくぞここまで質

の良い観測ができたものだ，というのが，彼等の

正直な感想だったようである。

「ひのとり」の成果は， じつに数多くの人々の

努力の結晶である。その計画・製作・試験・打上

げからトラッキングやデータ解析に至るまで1 さ

まざまな分野からの支援があった。それに応え，

人類共通の財産としての学聞の進歩に貢献するの

が「ひのとり」の使命である。この重責を果たす

べく， 「ひのとり」は今日も観測を続けている。

太陽フレアに伴う X線放射

「ひのとり」の名称を初め，美しい絵の使用も快

諾して下きった手塚治虫先生に，この場を借りて

厚くお礼申し上げます。(牧島)
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